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『仮想国家の建設―米国に見る情報技術と行政制度の変容』

電子政府は実現されたのか
情報通信技術はいかにして制度変革のパワーをもつか

園田 寿（甲南大学 法科大学院教授、弁護士）

放送メディアは、どのように変貌しようとしているのか
さまざまな角度から考察し、図解して解説

森山 和道（サイエンスライター）

ネットワーク・コンピューティングの特性

とは何か。それがアメリカ政府内部で、

どのように利用されてきたのか。この十

数年の電子政府をめぐるドラスティックな

変革は、伝統的な官僚組織に対してどの

ような変化をもたらしたのか。

高度に専門的で、複雑化し、かつ自律

的であり続けてきたアメリカの各政府機

関ではあるが、90年代以降、クリントン

政権とブッシュ政権がインターネットと

ウェブに大きく依存した政府改革を強力

に推し進めた結果、それぞれの政府組織

を越えて多様性に富み、異質を柔軟に組

み込んでいくダイナミックなネットワーク・

ガバナンス（機関間の協力）が始まった。

「仮想国家」とは、そのようにして独立の

政府機関相互と官民のネットワーク化が

進み、外見上シームレスに組織化されて

いく政府のことである。

そもそも国家の基本的権能は、情報の

収集と管理・伝達にある。国家の基本的

な性格も、国家が基礎とする情報の管理

および処理・伝達方式によっても決定さ

れる（議院内閣制や大統領制など）。IT

の政府組織への導入は、だからこそ伝統

的な「政府」という制度を根本的に変え

る契機になりうるのだが、現実には既存

の制度・組織が新たな技術の採用、設

計、利用について大きな影響力を持って

いる。それを著者は「情報技術の演用

（enactment）」と呼び、実際のケースに対

して示唆に富んだ分析を加えている。

放送と通信は技術的には既に融合し

ている。だが著作権等処理の問題があ

り、ビジネスレベルでの連携・融合はな

かなか難しい。受け手側を見ても、3m

のメディアであるテレビと30cmのメディ

アであるPCとの違いは大きい。

いっぽう、ケータイ向けの１セグ放送

が2006年春に始まること、2011年に地上

アナログが停波することは決まっている。

そんななか、NHKは立て続けの不祥事

で受信料不払い問題を抱え、民放では

買収事件やHDDレコーダーによるCM

飛ばし問題が発生している。放送業界

は根本的な部分で問題を抱えている。

本書は、変化を目前にした放送メディ

アの将来についてさまざまな面から考察

した一冊だ。米国メディアビジネスとの

違いやBBCの先進的な取り組み、新し

いコンテンツ製作模索の現状、CATVの

ありようや、ベンチャー企業による面白

い取り組みなどが紹介されている。書籍

本文の内容は各ページで図解されてい

て、時間がない読者は図だけを見るだけ

でも内容を理解できるように工夫されて

いる。取りあえずざっと放送を取り巻く

状況を把握するには便利な一冊だし、著

者の指摘も納得できる。

だが本書を通読しても、今後具体的に

どうすべきかは分からない。果たして動

画配信が本当に放送と通信の融合のキ

ラーアプリなのか？　そこから考えたほ

うが良いようにも思うのだが。
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『ブログ・ジャーナリズム―300万人のメディア』

誰もが容易に情報発信できるブログの仕組みは
既存のジャーナリズムを脅かす力になり得るのか

山川 健（ジャーナリスト）

Web 2.0的テクノロジーとして脚光を浴びつつある
Ajaxの利用法をサンプルプログラムを多用して解説

2005年の新語・流行語大賞のトップテ

ンに「ブログ」が入った。総務省の統計で

は2005年3月のブログ利用者は335万人

で、2007年には800万人になると予想。

急速に普及するブログは、ジャーナリズム

の新しいツールとして注目されている。

本書はこうした状況を背景に、通信社

やブロック紙に勤務する一方で、あるい

は最近まで地方紙に勤めながら、それぞ

れ個人でブログを開設している3人のブ

ロガーが、ブログによるジャーナリズムの

可能性を語り合った対談集である。

従来のウェブと比べ、格段に簡単に

なったブログによる記事公開の仕組み

で、誰もがジャーナリストになれ、議論

する場を提供できる。3人はそこに既存

メディアを脅かす潜在力を感じている。

だが3人それぞれ微妙にスタンスの違

いがあり、議論を戦わせる場面も多い。

それだけ、ブログとジャーナリズムの関

係が一筋縄ではないことを表している。

組織の記者が取材で知り得た情報を

勤務するメディアではなく、自身のブログ

に書くことの是非、悪意ある批判による

「炎上」など、問題は山積している。

ジャーナリズム以前の問題だが、会社

の内情や上司の悪口をブログに書いて、

退職した全国紙記者の例もある。

対談であるため、一定の結論が導き出

されている訳ではない。しかし対談は、

冷静な現状分析と、ブログの今後を示唆

する機知に富んだ発言であふれている。

斉藤 彰男（編集者、SE）

Ajax（ Asynchronous JavaScript +

XML）は、ウェブの表示画面を部分的に

再描画するテクノロジーである。たとえば

Google Mapsでは、地図上のコントロー

ルボタンをクリックすることで、スムーズに

上下左右にスクロールさせたり、拡大／

縮小を実現するのに利用されている。

これまで、このような機能はFlashや

Javaアプレットを用いないと実現できな

かったが、Ajaxではブラウザーの機能

だけで実現できることから、最近、とみ

に脚光を浴びつつある。

本書は、そのAjaxを利用したウェブ

アプリケーションを開発する際に必要な

プログラミングテクニックを一冊にまとめ

た解説書である。

具体的な内容としては、キーテクノロ

ジーである「XMLHttpRequest」の解説と

リファレンス、PerlやPHPによるサーバー

側のプログラミング、JavaScript による

ユーザーイベントの捕捉とサーバーへの

送信、ダイナミックHTMLによるイフェクト

処理、XMLデータの処理など、多岐に

わったている。また、Ajax アプリケー

ションの代表ともいえるGoogle Mapsの

APIを利用したプログラミングについても

多くのページを割いて解説されている。

本書では、全般にわたってサンプルプ

ログラムと実行時の画面を見せる形式で

書かれているので、実際にコーディング

しながら理解を深めていくことができる

だろう。

本でしか得られない知識がある。

今月の、お勧め、お役立ち、元気になる書籍。
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